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解説 ユ ー ラシア諸民族の英雄叙事詩につ い て
I. は じめに
｢ユ ー カ ラは ､ あなた方 の 祖先 の英雄談 の謡 い 物で し ょう ｡ 散文 では なく 詩で しょ う ｡
ヨ ー ロ ッ パ 文学にやか ま しい 叙事詩 じゃ ありませ ん か o こうい う長い叙事詩を日本人がも
っ て ますか ｡ 支那人が も っ て ますか ｡ 朝鮮 ?満州?蒙古 ?どこ にあります? ‥ , 叙事詩を
もつ 国民は ､ ヨ ー ロ ッ パで も , ､ ､ ギリシ ャ 人､ ロ ー マ 人がも っ て い ました o 東洋で はイ ン
ド人が ｢マ ハ - パ ー ラ夕+, ｢ラ ー マ ∵ ヤナ+ とい う二 大叙事詩 をも っ て い ました｡ フ ィ ン
ラン ドの ､ ､ ､ ｢カ レワラ+ がや抹り叙事詩で した｡ 私抜 これ にアイヌの ユ ー カ ラを加えて ､
世界の 五 大叙事詩だと信 じて い ます ｡+ これは金 田 一 京助が禾逝 を惜 しまれた若 き知里幸
江に熱く語 っ たこ とばで ､ 『アイヌ叙事詩 ユ ー カ ラ集』 第 Ⅰ 巻の ｢金成まつ ユ ー カラ集+
解題 に記 されて い る ｡ 初版は 昭和 34年 ､ 戦後の 混乱かち 日本社会が漸く に して 起ち直ろ
うと して いた ころ の こ とである｡ 1)
今 ､ 私たちは ユ ー ラシア の 両端, ギリシャ､ ロ ー マ とアイ ヌの 間の広大な空間に勢多 の
民族がお り ､･ そ れぞれに豊かな 口東文芸が育まれ, 語り継がれて きた こ とを知 っ て い る ｡
中国､ 満州 , モ ンゴル も朝鮮半島はもちろん の こ と ,･パル′ト海沿岸中らヨ
- ロ ツ ^
o
ロ シア
に も､' ウラル 山脈 の西にも東 にも､ カフ カ - ズにも ､ 中央アジア の 乾燥地域やオアシス地
域にも ､ モ ンゴル に憐接するアルタイ山脈の 高原 に も ､ 広大なシ ベ リア の 西から北東まで
の地域にも ､ そ して ､ アム ー ル川を挟む ロ シア側 と中国側 に も､ サハ リ ンにも, ,｢ こ の 放
とん どの 地域 の諸民族は 20世紀 を通 じて社会主義体制 へ の 編入 と社会主義的な近代化を
経過 し､ そ して ､ 70年余り を経て ､ そ の体制の 瓦解を経験する こ とUL_ な った ｡ この間どの
民族 にお い て も社会的文化 的な変容には著 しい もの があり ､ お おざっ ぱに言 えば ､ 今 日で
は 人々 の 生活は表面的には多く の 点で世界の 他の 地域 の 人々 の それ と大き な隔た りは.ない ｡
しか しながら､ 口承文芸 につ い て は ､ そ の 本質的な部分杖 前世紀から温存継東され ､ 少な
く と も 20世紀の 半ばくらい まで はまだ諸処で 人々 の 生済 に何もの に･も替ぇ難い 楽しみや
喜びを与えて い たの で はなか ろうか ｡ こ の ような推卿が許される の は ､ 今日 , 手 にする こ
との で きる 口東文芸の ､ 主 として ソ連時代から最近 にい たる まで の , テキス トの 出版の多
くがその時期に採録された資料に基づい て い るか らである ｡ 20世紀の 後半の ､ とりわけ､
最後 の 四半世紀以降の グロ ー バ ルな社会的文化 的な変化を通 じて ､ 口承文芸の 状況旺 一 層
変わっ て しまい ､ 20世紀か.ら訣別 した現在で 臥 そ の有り様に つ い て新たなアプ ロ
ー チが
求められよぅ｡
口承文芸の多様なジ ャ ンルの なか で ､ 叙事詩すなわち , 一 般的な解釈として,
0 ｢英雄叙
事辞+ はユ.
- ラシ アの 数多の 民族 にお いて も大きな比重 を占めて いる ｡ ∴ただ ､ こ こで 予め
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r英雄叙事詩J が何 で ある か を定義す る こ とは適切 ではな い ｡ なぜなら､ ユ ー ラシア の 諸
多甲民族で はそ の言語 , 歴史的背景や軽緯､ 軽済や社会､ 文化的特性などが異なり ､ また,
口条文芸の ジ ャ ンル もそ れぞれ にあり､ 叙事詩も多様性 に富ん で い るからである ｡ こ の こ
と往こ れ まで知られて い る 世界 の 古今東西 の ｢英雄叙事詩+ に つ い て も当て は ま ろう｡ そ
れら壮それ ぞれに主人公 もテ ー マ も語 り口も､ 伝東 の方法も , また ､ 成立 の背景 も異な っ
て い る ｡ iこもか かわ らず , それぞれ個別 の叙事詩 に つ い て ｢英雄叙事詩+ の 夕 ⊥ ムが当て
られて い る と言 えは しな い だろ うか ｡ そ の ような ､ ｢英雄叙事詩+ の なか に ユ ー ラシ ア の
数多の ヴァ リエ ー シ ョ ンを含める こ と によ っ て , 比較研究の素材 は よ り豊かになろう o ヨ
ー ロ ッ パや先進文明地域 の 文化 的所産が人類文化 一 般 に と っ て 唯 一 の 比較基準で ある とす
る これまで の 思考の枠組み を取 り杖ずしてみ るときがきて′い るの ではなかろうか ｡
また ､ ｢英雄+ と い う常 に固執す る こと も場合 によう て は無益な論議 にな りかね ない o
テ キス トに よ っ て は勇士 とも勇者 とも呼ばれる が ､ そ れは萌代的な意味で の ｢英雄+ (こ
れ にも多様 な解釈があるが ､) で は なく , 民族や社会集 団の 始祖や統率者で あ っ たり､ 歴
史上 の存在で あ っ たり, 神話的存在や文化英雄な どである∴それ は生身の 人間に近い 春在
で ある ことも ､‾ 超人的な存在で ある こ とも+ また, 天 に起渡する 神話的な存在 である こ と
もある ｡ しか も, 叙事詩 にお ける英雄は独りではない ｡ 英雄に相対する存在は敵も味方ち ,
女性も彼に比肩 しうる力 と知力 と威厳 を臭えて n る ｡ そ れは また英雄たち の騎乗す る馬や
トナカイなどにういて も同様 である ｡'′そ して , そ の夷雄た もが並外れて巨大である ことも､
また , 反対 に幼児や年端 の い か ない 愛す ベ き少年セある土ともあり , きらに は ,′燥小で艶
麗な姿や簿ち れる場合もある ｡ そ う
■した登坂人物が二■義美由れ した時間や速度､-空間の な
かで大漁劇 を演じ､ 聴き事を夢想 の 世界 へ 誘う ので ある ｡ 聴 き手 を庖了す る詩 と声の実現
はこ 音を失っ た文字 の世界 では想像 しがた い真に豊潤な ｢こ とば+^の 饗宴であ っ たに違 い
ないこR
土 - ラシア にお ける叙事詩研究の課題の 一 つ は , 数多の テキス トとその語りの スタイル ､
条件なぞをも鹿野にむ1れた比転研究を通 じて ､ 諸多め民族めこと ばの営 みの なか で ｢英雄
叙事詩+ とは何セあらた か という問題 にア プ ロ ー チ し ､ 口哀文学 ヒおけるそめ普遍性 を廃
明することにあろう｡
止 ま 一 ラシ ア の諸民族
で は-､
: 土i-きシ㌢iこ汝どの よ うな民族が どのよう怒生活女化を受 け継い で きたセあーろう
か ｡ 今､ 範囲をウラル山脈か ら東の アジア に限定して考えてみ る なら, まず,h
l
書籍分類か
ら･こ
′■ウラル轟､ テiラ彩多蕗＋.
'
トウシグ ⊥ ス :･
=
満如簿Iモ シゴル帯 ､ - 八 レオタジク諸轟とい
う言藩 グル ー ヲか区別きれ る ｡
･ 菌めサテル轟グjv･- プの着帯 に転アイ シ ▲ ウ ゴ ー )レ番派と
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サ毛デイ語派 の 2つ のサ ブグル ー プがあり､ 前者に はモ ル ドヴァ ､ ウ ドム ル ト､- マ リ､ コ
ミ ､ ハ ンテイ , マ ンシなどの民族 の言語が含 まれる ｡ (さらに北や西ではカ レリア ､ フィ ン､
サ ー ミ ､ エス トニ ア , ハ ンガリ ー 語な どが この 仲間で ある ｡) こ の うち ､ 最後 の 2者 , す
なわち ､ ハ ンティi マ ンシ は西 シベ リア の 先住民で あるが ､ 他 の 任地は ヨ ー ロ ッ パ ロ シア
で あり ､ 歴史的文化的に早くか らロ シアの影 響下 にあ っ た｡ ハ ンテイ ､ マ ン シは長く主 と
して 狩猟民的な生活文化を営ん で きたが ､ そ の文化 の基盤 に は南か らの イラ ン文化が流入
して い る ｡ サモ デイ語派に はネネッ ､ エネッ ､ セ リク プ､ ガナサ ンの 書籍が含まれる ｡ こ
の うちネネッ ､ ガナサ ンな ど､ 北極海沿岸に近い ツ ン ドラ地帯で は トナカイ牧畜を行 い ､
そ れより南方で は トナカイ飼育や狩猟などに依存する生活形態を維持 して きた ｡ テ ユ ルク
語グル ー プには ヴォ ルガ流域 ､ カフ カズ ､ 中央アジ アからシ ベ リア とい う広範な地域 に居
住する数多の 民族 の言告 が含まれる が､ ウラル 山脈から東 に限 っ て いえば､ 中央 アジア の
カザフ ､ ウズ ベク ､ トル クメ ン ､ カ ラカルバ ク, キルギス ､ ウイグル ､ 東シ ベ リ アの レナ
川 流域 の ヤク ー ト､ 南 シベ リア の アル タイ ､ トウヴァ ､ ハ カス ､ シ ョ ル ､ トフ ァ ラルな ど
の言語がある ｡ 中央アジア の諸民族 はそれぞれ今日 では独立 した 共和国をな して い るが ,
か つ ては乾燥地域では遊牧牧畜 ､ 南部で は農牧業が癒着で あり､ オア シス地域 には古くか
ら都市が栄えて い た｡ また, カザ フ , キルギス , ウイ グルな どは南接する 中国東 にも居住
して いる ム ヤク ー トは遊牧牧畜民 としてはもっ とも北に居住し ､･今 日で はサハ (ヤク ー ト
の 自称) 共和国を構成して い るが , 衣食や儀礼などで はなお牧畜民的な, 特に , 馬飼育の
伝統を色濃く もっ て い る｡ 南 シベ リア の アルタイ､ サヤン山脈地域には トウヴァ ､ ハカス ,･
シ ョ ル ､ トフ ァ ラルなどの 少数民族がい るが ､ そ の 文化は こ の 地域 にお ける先史以来の 民
族接触､ 競落 の痕跡をと どめ､ か つ て は高度に発達 した冶金, 製陶などの伝統技術 をも っ
て い たo
モ ンゴル語 の グル ー プ にはモ ンゴル とバイカル湖地域 の ブリヤ ㌣ トの言語がある p い ず
れももっ とも代表 的な遊牧牧畜を営み ､ そ の 伝統 を今 日 にまで 保持して きた｡ が ､.地域的
に は定住的な農業 ､ 農牧業の 浸透が古くか ら見られ ､ 現代に い た っ て いる ｡ シ ヤ マ ニ ズム
の 伝統はブリヤ ー トに顕著 で あるが､ 一 般 には仏教 (ラ マ教) が広く普及して い る ｡ トウ
ン グ⊥ス ･ 満州欝 グル ー プの 諸言語もまた広範な分布 をみせて い る｡ すなわ ち ､ 東シ ベ リ
ア の エ ヴェ ンキ , エ ヴ ェ ン､ ア ム - ル ･ サハ リン地域 の ナ - ナイ ､
‥
ウリチ ､ ウデゲ, オ ロ
チ ､ ネギダル､ ･ ウイル 夕など+ また ､.中国東北部の蘇ジ ュ ン (赫哲)､ オロチ
.
ヨ ン (部倫春)㌔
満族などの 言語 である d 土 ヴェ ンキ ､''ェ ヴェ ンで は トナカイ飼育が行われ ,･･前者で はそれ
と狩猟による･移動生活が営 まれて い たが､ ･ 後者で は東北シベ リアの ツ ン ドラ地帯に大規模
なトナカイ牧畜, オホ ー ツク海沿岸で定住的な漁労が行なわれて い たc 極東の アム ー ル ･
サハ リン地域で は河川流域セサケ マス 漁を主 とする定住 的な漁労文化が発達してお り､ 沿
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海州 の 日本海腐の 山岳 地域 で 杖狩猟 へ の 偏りが ､ サハ リンで はウイ ルタに よ る.トナカイ飼
育がみられ た｡ 中国黒竜江省 で杜松花江 ､ ウス リ
ー 川流域 のホジ ェ ンが川漁 と狩猟に依存
する生活を営ん で い たが∴ こ の 民族は ア ム - ル川 (畢龍江) を挟ん で隣接するナ
- ナイ と
言語文化的に非常に近縁 な関係 にある とみ られ て い る o また, 満族埠清朝を通 じて漢族化
してしまっ たが ､ 満族 と言語文化的に近似 したシボ (錫伯) 族が新蛮省 にい る
′
｡ オロ チ ョ
ンは興安嶺を舞台に騎馬 によ っ て狩猟を行 っ てきた ｡
パ レオア ジア諸藩 に旺東北 シ ベ リア にチ ュ クチ ､ コ リ ヤ ク ､ イテ リ メ ン , エ スキ モ
ー
､
ア レウトの言語があるが ､ この 諸民族 では オホ ー ツク海域で の海獣狩猟 ､ 内陸部で の トナ
カイ牧畜, 河川で の漁労が顕著 であっ た｡ ま た､ 以 上 の ような言語分類 に含められない 独
立 した書籍 と して ､ ア ム ー ル ･ サ ハ リン地域 の ニ ヴフ ､ 東 シ ベ リア極北部の ユ カギル , 西
シ ベ リアの オ ビ川流域の ケ - トの 言寿 がある ｡ これ らの諸族で は河川流域 の 漁労を中心に
狩猟が維持 されて きた｡
ユ ー ラシア に は こ の よう に言帯 を異に し ､ 多様な経済的基盤 に依存する非常 に多く の 民
族が広範 に居住して い る｡ しか しなが ら , ごくお お ざっ ぱに眺める なら､ ウラ ル山脈 の南
端か ら南 , 東に拡がる乾燥 ､ 半乾燥地域 の テ エ ル ク率の遊牧牧畜 ､ 農牧環の 世界 , モ ンゴ
リア の モ ン ゴル牧畜民 の世界 ､ 森林地帯 と森林ツ ン ドラ地帯の トナカイ飼養 ､ 狩猟民 の世
界 ､ 極東から太平洋沿岸地域 の狩猟漁労民の 世界 ､ そ れ に加えて , 南シ ベ リ ア の テ ユ ル ク
系の牧農民 と兼 シ ベ リア の サハ を区分す る こ とがで きよう ｡ こ の ようなおおま かな線 引き
は絶対的なもので は毛頭なく ､ 地域的にも民族史的に も相 互 の接触交流や交易関係は相当
に古 い 時代か ら認められて おり , また ､ 16､ 7 世紀 ころか らは ロ シ ア人をはじめ とする ヨ
ー ロ ッパ 人の東漸 ､ 櫨民地化が進み ､ 極東で 旺 中国か らの侵蝕 ､ 太平洋岸で は甲軟か らの
接触が起っ て い る ｡ こ う したこ とも , 各地 の 社会や文化に深甚な影響 を与え, 口車文芸や
叙事詩にお い て も重要なフ ァ クタ - .とな っ て おり､ そ の痕跡 は さま ざ章な形で 看取する こ
とができる ｡
ⅡⅠ. ユ t - ラ シ ア諸民族の叙事蒔
こ の ような状況娃 ユ ー ラシ アに知られて い る叙事詩に つ い て考察する 上 で深 い かかわり
がある ｡ノ 叙事詩が もっ とも盛 んで , 特徴的に みられる の は ､ まず ､ 乾燥地域 の テ ユ ル ク帝
系の 遊牧民の 世界である ｡ そ の伝統は南 シ ベ リアの 諸民族 ､ 東 シ ベ リアq)サ ハ にも共通 し
て いる ｡.･代表的な叙事詩 として ,シカザ フお よぴカ ラカルパ ケ､･ トル クメ ン , バ シ ュ キルな
どに広く盛AJな ｢ア ル/てミシ ュ+､ ｢イジ グ+､ カザフ の ･｢コ ブ ラ ン ドゥ ･ バ トウル+, ウス
ベ タおよびア ルタイ の †マ ー ダイ ･ カ ラ+､ トル クメ ンの･｢ギ ョ ル ･ オグルイ+, キル ギス
の ｢マ ナス+.などが あるふ い く つ か の 民族 に共通.にみ られる､
｢アルパ ミ シ ュ+､ ｢イジグ+
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はテ ユ ルタ諸族 の抗争と移動を反映する歴史性の強 い叙事詩で あ尋｡ また ､ キルギス の ｢マ
ナス+ は数世代にわたる英雄 の 長大な叙事詩で , 早くか らヨ
一 口 ツ /て人の研究者 の注目す
る と こ ろで あっ た｡ (これに つ い て は本書 ､ 坂井弘紀 ｢カラカル/てク の英雄叙事詩+､ ｢カ
ザフ英雄叙事詩+ を参照)｡
アル タイ地域の 諸族では ハ カス の ｢アルイプトイグ ･ ヌイ マ フ+ と い うジ ャ ンルが英雄
叙事詩に当る . そ れは 1960年代にはまだ多くの ハ カス の村々 (ア
- ラ フ) で夜の慰みや ､
葬儀や死者 の 追善式などで語 られて い たとい う ｡ ま た､ 同 じような状況は トウヴァ に も見
られた o 叙事詩 (マ ー ドイ ルルイ グ ･ ト ー ル) 柱か つ て は トウヴ ァの 各地で狩り の折 ､ 出
産祝 いや葬儀の 場な どの 人 の集まる とこ ろで 好ん で替 られ聴か れた ｡ トウヴァ に はア ルタ
イ地域の 他の 諸民族 の場合 と同様 ､ 叙事詩語 り の後 には狩りが首尾よく い く と信 じられて
おり ､ 語 り部は狩人に狩りに連れて いか れ , 毎晩英雄叙事詩を語 っ た ｡ する と､ タイガの
主 (ヌ シ) がそれ を聴い て ､ お返 しに豊かな獲物を狩人に くれる とい うの で ある o 語 り部
には そ の場 に応じた特別 な演目があり , それ を語ればタイ ガの主が育ん で獲物 を本んだん
にく れ る とい う場合が ある 一 方 ､ 葬儀で は また別 にそ こに ふ さわ しい演目が択ばれたが ,
それはそ れぞ れの 語り部の レバ - トリの 範囲にお い て である ｡ こ の ような ことは ハカスや
ブリヤ ー トにも共通 して認められた[qpyc- O O JI1997:16-1 7L
東 シ ベリア の サ ハ (ヤク ー ト) で は英雄叙事詩は ｢オ ロ ンホ+ と して知られ ､ ｢国防な
るクル ン ･ クル ス トウ … ル+ (1 985) を杜じめ多く の テキス トが 出版 されて い る ｡ ま た ､
そ の 吟語形式も多様 にあり ､ 南 の テユ ルク帝系の 場合 と法具なる特徴を も っ て い る o (これ
に つ い て は本書 の 山下宗久 ｢サ ハ の英雄叙事詩+ を参照)｡ モ ンゴル で は
一 般的に叙事詩
は盛ん で あるが､ そ の 代表的なも の に ブリヤ
ー トお よび 内モ ン ゴル東部の ｢ゲセ ル+､ 西
モ ン ゴルで あるカルムイクや新海省 トル グ ー トの ｢ジ ャ ンガル+ があり ､ そ の テ キス トの
採録 は数多ある[上村 :1999]｡ 北方 の狩猟民世界では エ ヴェ ンキおよび エ ペ ンに叙事詩が
あり､ そ の い くつ か の テキス トが出版 されて い る o 特に ､ 東の エ ヴェ ンキの 叙事詩 には 隣
接するサハ の オロ ンホ との 著 しい 共通性が認め られ､ 両者 の 比較研究は興味深 い だけで な
く､ 叙事詩 の 伝東 ､ 涜布に つ い て多く の示唆を与える も の と思われる ｡ また+ 極東の アム
ー ル ･ サ ハ リン地域で は トウング ー ス ･ 満州静系の 諸民族 に ｢メルゲン とプジ+ の登場す
る 一 連の 説話があり､ そ の テキ ストが早くか ら紹介されて 削 ､る が+ 散文説話の 形式で あ
るた めに本来の替 り の様子が明らか で ない ｡ また､ それ に類似す る叙事辞が中国東北部 の
ホジ ェ ンに知ら れており､ そ の 採録 柱中国で盛ん に行われ ､ 中国希釈で紹介さ れて い る ｡
西シ ベリア の諸族お よび北東シ ベ リア の諸民族で は豊富な口東文芸が知 られ, 多く の テ キ
ス トが出版されて お り､ そ のなか に叙事詩 の ジャ ンルを見いだす ことがで きるが , それぞ
れに固有 の特徴がある ｡ .( 本書の斉藤君子 ｢ハ ンティ の叙事詩 =ま貴重な資料である ｡)
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と こ ろで ､ 叙事詩 の採録 やテ キス トの 出版に は近年大き な努力が払われて きて い る ｡ そ
の主 要なもの で ､ 全般的な傾向が明らか な企画に つ い て触れるな ら ､ 早い 時期 の シリ ー ズ
として『ソ連諸民族 の叙事詩』 (Epo s nan xlov S SS R)Gla v n aya Redaktsiya Vo sto chn ojLiteratury,
Mo sc o w)が 197 2年か ら発刊 された ｡ こ の タイ トルは 1992年に 『ユ
ー ラシア諸民族の 叙
事詩』 (Epo s n arodo v Ev raヱii) と改名された｡ 編集は科学アカデミ
ー 世界文学研究所 ､ 出版
はモス クワ のナウカ社で ある ｡ こ の シリ ー ズには い ずれも大作の 叙事詩が取 り上 げられ,
原語 の テキス トに ロ シ ア語 の 対訳 ､ 巻末に注釈が付 されて い る ｡ こ の なかに ､ ｢トルク メ
ン恋愛叙事詩+ (197 1)､ rウズ ベク英雄 ･ 恋愛叙事詩+ (1 972)､ ｢ア ルタイ英雄叙事詩 『マ
- ダイ ･ カ ラ』+ (1973)､ rアデイゲ英雄叙事詩 『ナル ト』+(1974), ｢カザ フ英雄叙事詩 『コ
ブラ ン ドイ り†トウル』+ (1975), ｢バ シ ュ キル民族叙事詩+ (1 977), ｢トルクメ ン英雄叙
事詩 『ギョ ル ･ オグルイ』+I(1983)､ ｢キルギス英雄叙事詩 『マナス』1 - 4+ (1 984､ 1988､
.1990､ 1995)､ ｢ヤク
ー トの オ ロ ンホ 『固陳なる クル ン ･ クルス トウ - ル』+ (1985)､ ｢コ
ミ民族叙事詩+･(1987)､ ｢タジク民族叙事詩 『グルグリ』+ (1987)､ ｢ハ カス英雄叙事詩『ア
ル テイ ン ･ ア ルイグ』+ (1988)I rオセ ッ ト英雄叙事詩 『ナル ト』 1 - 3+ (1990), ｢カルム
イ ク英雄叙事詩 Fジ ャ ンガ ル』+ (1990), rパ ルカル とカ ラチ ヤ エ フの英雄叙事詩 『ナル
ト』+ (1994) な どが ある｡ こ の シリ ー ズに は他に ヨ ー ロ ッ パ ロ シ ア の ウク ライナ ､ ラ トヴ
イ ア､ カレリア ･ フ ィ ン の叙事詩も含まれて いる ｡
も う 一 つ の 重要 な体 系 的な企 画 は 『シ ベ リア ､ 極 東諸 民族 の フ ォ
- ク ロ ア遺 集』
(rhmyatniki fol
'
klor a n ard o v Sibiri i D alTn ego Vo stoka)シリ
ー ズで ある ｡ 儒 集はノヴォ シ ビ
ル スウ の ソ連 (ロ シ ア) 科 学アカデ ミ ー シ ベ リア支部シ ベ リア諸民族フ ォ ー ク ロ ア部で ､
出版 は同地 の ナウカ社で ある ｡ 前者 と は別 に こ ちら の シリ.
- ズで はシ ベ リア と極東地域の
先住諸民族と植民者や移住者 で ある ロ シア人 ､ ベ ラ ル ー ス 人 , ユ ダヤ人､ ウクライナ人 を
含 めたすベ て の 民族の フ ォ ー クロ ア を集大成しよ うという意図の もとに ､ 60数巻が予定さ
れて い る ｡ もう丁 つ の 特徴ほ言語 の テ キス トとロ シア語訳 と詳細な解説 に加 えて ､ ｢民族
音楽+ a)解説 と初期 の巻に はソ ノ シ ー ト､ 彼の巻 にコ ンパ ク トディスクが付されて い る こ
とで あり､ これに よ っ て寄 りの L臨場感 の 片鮮を味わう こ と-がで き る ｡ これ まで に 20巻 ほ
どが出版されて い る ｡ F正 ヴェ ンキ の英雄叙事詩+ (1 90)､ ｢プりヤ ー ト英雄叙事帝 『ア ラ
ム ジ メル ヂン』+ (♪1 991)､ ｢シ ベ リア ､
r 極東 の ロ シア英雄詩+ (199 1)､ ｢ヤク - ト英雄叙事
詩
■E『クイ -
三㌢ス･:･ デピ 1J イエ』+･,r(1 993), ｢ブリヤ ー ト魔法昔話+ (1993)i i ｢シ ベ リア ､､極東
の ロ シア官許ふニ 魔法蕎静 と動物昔話+(1993),( rシベ リヲア , 極東 の ロ シア 昔話 - 伝説 と世
間 軌 ∵(1993)i ｢トウヴァ民話+-
`
(1994)､ rサ ハ (ヤ グー ･ト) の伝象∴伝説､･神話+ (199 4)､
｢ヤク - ヰ 英雄叙事詩
■
『剛毅な正)レ･ ソゴ ト7 ･』+ (1996)1 . rチ + ナすの フ オ + ク, ロ ア : ニ
ン グマ ン､
■
撃 オホル ､妄テル ン ダ+-
■ミ(.韮996)､ ｢トウヴァ英雄叙事詩+-(199g), ｢ア ルタイ英雄
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叙事詩+ (1997)､ ｢ハ カス英雄叙事詩 『アイ ･ フ ウ - チ ン』+ (1997)､ ｢シ ベ リア , 極東 の
ロ シ ア叙情歌+ (1997)､ ｢シ ベ リア ､ 極東の ロ シア人 年中行事 の フ ォ ー ク ロ ア : 歌 ､ 呪文+
(1997)､ ｢シ ョ ル英雄叙事詩+(1 997)､ ｢ウデゲ フ ォ ー ク ロ ア : ニ マ ン ク ､ テ ル ング､ エ
へ+ (1998) などで ある b こ の 他 には個別 に数多く の テ キス トの 出版があり , ま た, 各民
族共和国で もそ の蓄積は相当にある もの と推測される ｡
Ⅳ . 叙事詩研究の課彦
さて , アイ ヌ の 叙事詩 に つ い て は ､ 金田 一 京助 ､ 知里美志保､ 久保寺逸彦などの 先達の
浩翰 な研究があるが ､ いずれも叙事詩 の なか に ｢カムイ ･ ユ カ ラ+､ ｢オイ ナ+､ ｢ユ カラ+
を含めて い る｡ これらは それぞ れ ｢神謡+I ｢聖伝+､ ｢英雄叙事詩+ と訳 されて い る ｡ そ の
共通の 特徴 は ｢ 一 人称叙述体+ にある o さ らに前二 者で は ｢サケ ヘ+ と いうリフ レイ ンが
挿入さ れて謡われるが､ ｢ユ カ ラ+ はそ のL｢サケ ヘ+ を欠い て い る こ とで ある ｡ 歌われ る内
容は ｢カムイ ･ ユ カラ+ では .. 基本的 に動物説話 ､ ｢オイナ+ で は文化英雄 の神話 ､ ｢ユ カ
ラ+ では 少年英雄 の武勇辞 である ｡､サハ リンアイヌ の
｢ハ ウキ+ もまた少年英雄 を主人公
として い る ｡ この ようにアイヌ の ｢叙事詩+ に は幾つ か性格 を異 にす る説話が含まれ ､ そ
の 一 つ に英雄叙事詩がある とい う特徴 は ､ 上 にみた ユ - ラシア諸民族の 叙事詩に も共 通し
て い る ことが指摘で きる ｡ したが っ て ､ 広範 に類例を求め なが らアイ ヌ の ｢叙事詩+ を比
較研究す る こ とは , アイヌ文化 とい う枠で 杜解明で きな い諸々 の 問題に多くの示唆を与え
てくれよう ｡ 加えて ､ 記紀や沖縄 の叙事詩 をも こ の ような マク ロな視野 に含める べ き こ と
は当然であろうo
ユ - ラシ ア の諸民族の叙事詩は , それぞれの 民族や文化 の 背景考知るうえだけで なく ,
そ の 民族文化 の 内容､ 世界観を知る上 で非常 に興味深い 多くの 辛がか りを与えてくれる ｡
語 り継がれて きた 民族の 習俗や価値観な どは ､ 今 日で はもはや環実か らは記憶が薄れ フィ
- ル ドワ ー クによっ て拾 い だす こ との でき ない ような事柄に属す こ とが多い . その 意味で
叙事詩の テ キス トの 詳細な研究は民族文化の 復元も しくは再構築に と っ て重要で ある ｡ さ
らに ､ 古く ロ シア における中央ア ジ アの 叙事詩研究の も っ とも重要な関心事の ひ とつ は異
なる民族の 叙事詩 の 比較研究 によ っ て , そ の 相互 の 関連を明らかに し ､ そ れによ っ て 民族
文化 の歴史的な関連を解明する ことに あっ た｡ 例 えば､ 中央ア ジア の テ ユル ク帝 系の 諸族
の英雄叙事詩 の比較研究がそうで あり ､ ブリヤ ー トの ｢ゲセル+ 物語がチ ベ ッ トの 同名の
叙事詩に 由来して い る こ とや､ 東シ ベ.リア の サハ の 叙事詩 に極似する叙事詩が隣接する エ
ヴェ ンキに認められる こ となどの飼が示すように､ 叙事詩 にはユ ー ラシ ア とい う広大な地
域の 諸民族 の歴史的な動 向を跡づける辛がかりが隠されて い る の で ある Q その 意味で叙事
詩研究は ユ ー ラ シアの 民族学や歴史学 ､ 音譜学な どに とっ てたい へ ん重要なテ ー マ である ｡
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叙事詩研究の課題とならん で ､ そ の担い 手における昨今の状況に触れて おかなければな
らない ｡ 一 方で は叙事詩 を含 めた 口車文芸が過去 の文化的遺産 と して消失 の運命にあるの
は確か であるが ､ 他方で は新たな生成 ､ 再現や保存などの 動きが認め ら れ ､ 叙事詩などが
多様な創作作品に取 り込 ま れた り､ 民族芸能 と して伝統的な祭典や祭事な どで実演されて
い る ｡ こ の こ と杜特 に ､ ペ レス トロ イカか ら ソヴィ エ ト社会主義体制 の崩壊 に い たる歴史
的社会的な状況 と深くか か わ っ て お り, 民族国家 と して 新生 した と こ ろで は民族意識 の統
合 ､ 高揚に重要な役割 を果 た して い る ｡ それ は 口東文芸が何よ り もまず､ 民族本来の 固有
の 言語 の 母体で ある こ とに よ ろう ｡ 例え ば､ 中央ア ジ アで は民族的な伝統 文化 の 再評価の
動 きが 19 70年代後半以降知譲人の 間で顕著 になり ､ 叙事詩が文学 ､ オ ペ ラや映画 などの
メディア を通 じて再現 され ､ そ の 民族文化 と して の 再認識が民族 的アイデンティティの 形
成に肝要な役割をも っ て い る こ とが報告されて い る ｡ 同様の傾向はサ ハ にお い て も､ また､
モ ン ゴル国にお い て も認められ る D 2) こ の ような動きは 一 般 的に柱 ポス ト社会主義にお け
る社会的背景､ ナシ ョ ナリズム の高揚､ 研究者をは じめとする意識的､ 積極 的な働きかけ､
多様なメディア の 普及 な どとい う諸要因に加えて , 諸民族文化 に対する 国際的な関心 の高
まりなどの か らみ合い の なかか ら派生 してき て い る極 めて現代的な事象 と して 捉え られよ
うo
1) 金成まつ 筆録 ･ 金田 一 京助訳注 『アイヌ叙事詩 ユ ー カラ集Ⅰ』 三省堂 昭和 34年 (5 1
年) p.1 0
ユ) 日本口東文章学会第 39 回研究例会 (200 0年3月 11日 ､ 於国学院大学) にお いて ｢現
代 にお ける 口車文芸の 条件 ニ ュ ー ラシア の フ ィ ー ル ドか ら+ をテ ー マ とする研究発表が行
われた｡ そ こで斉藤君子は ロ シア ､ 上村明はモ ンゴル国, 坂井弘紀は 中央ア ジア ､ 山下宗
久はサハ に つ い てそれぞれ各地 の現状に つ いて報告を行 っ た｡
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